










　まずは東京藝術大学（以下、藝大）全体で、藝大の芸術情報センター（Art Media Center; 以
下、AMC）主催の Google Classroom （以下、Classroom）および Google Meet （以下、Meet）
を使用した授業運営方法の説明会が全教職員を対象に 2 度開催された。その後、本校教職員で
ウェブ会議で討議を重ね、教員間でのオンライン授業開始に向けた研修や情報共有、そして
Classroom や Meet に生徒を招待するための準備等を行った。
2.1　具体的な準備
　AMC 主催のオンライン授業説明会後、まず本校教職員間で、Meet を使ったウェブ会議を試
行の上、定期的にウェブ会議を開催し、ゴールデンウイーク後の Classroom および Meet を用い
たオンライン授業実施に向けて準備を進めた。教職員間では共有ドライブ機能を活用し、ウェブ























　この期間は、5 月中旬より 2 週間ごとに双方向型授業の時間割が確認され、修正されていった。
最初の 2 週間は、各科目の Classroom への生徒登録が済んでいるかどうかを双方向授業内で確
認したり、Meet の招待がうまくいくかどうかなどを、教員・生徒の双方が試行錯誤した期間で
あった。
　この最初の 2 週間で浮かび上がった問題点の一つに「Meet の招待用 URL が時間経過により
変化する」といったものがあった。この点に関しては、AMC より、Google Calendar（以下、
Calendar）経由で Meet を立ち上げれば URL が固定することが情報共有された。その情報をも




について説明し、その後は教材の PDF ファイルや録画した動画などを Classroom に掲載し、且
つそれらを Meet の画面共有機能で使いながら授業を進めた。
　ただ、Meet で生徒全員がマイクをオンにして斉読すると音が反響し、うまくいかないことも








　6 月 8 日の週より、各学年の生徒を専攻別に A 班と B 班に分けて登校させることとなった。




















　Calendar と Meet の取得、さらに授業時に PC を持ち込み、機器に接続し、Calendar 経由で
Meet を立ち上げる、という手間は発生するものの、これにより授業方法はほぼ通常通りに戻っ
たと言えた。ただし音読を行う場合などは、登校している生徒はその場で音読をすることができ
るものの、PC の向こう側で授業を受けている在宅組の生徒にとっては、およそ 20 人といえど
もマイクを全員オンにさせるには数が多すぎた。そのため個別で指名して音読をさせるなど、教
室にいる生徒を指名しつつ、在宅組の生徒をも指名する、という形を採った。
















































れば Meet を用いて、最少人数の 2 名で打ち合わせをする、ということも可能であるが、まだ今
ほど土台が固まっていなかった 4 月の状況下では、非常に困難を極めたと言ってもよい。
　PC や ICT に関する知識や扱い方については、教員間でも多少の差があることは想定されてい
なければならないことであり、その差を埋め合わせるために組織として協力して業務を進めるよ
うな形を採っていくことが望ましい。
　また、これは個人としての課題になるが、筆者としては、何よりもまず、3 月末時点でようや
く調整を終え決定していた 4 月以降の予定などがすべて白紙撤回となり、外部業者を含め、藝大
の各部署とも改めて調整し直すことになった点は、大きな負担であった。ましてや他者と協力し
づらい状況下において、メールの送受信数が爆発的に増加し、始業時間にメールを開くと 10 件
以上の未読メールが届いている状況が毎日のように続いたという点は、筆者にとっては非常に大
きな心理的負担であった。ウェブ会議を開催するようになってからは少しずつメールの数も減っ
てきたものの、画面の向こうの相手とのやり取りを繰り返すことは相手の感情を読み取ることが
できないまま文面から想像することしかできず、それが心理的負担の増大をさらに加速させて
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本校のオンライン授業の成果と課題
いった側面もあるのではないか、と考える。
　いずれにせよ、緊急事態宣言という異例の状況下において、組織として系統的に動くことがで
きる重要性、また教職員の心理的負担を考慮することの重要性は、今回のことで非常によく分
かった。
　教科としての課題は、授業方法の変更を余儀なくされた点であろうか。教授法の開発・研究の
よいきっかけとなった、とも言えるが、オンライン授業の土台構築と並行しながら、授業準備の
ために非常勤講師とのさまざまな打ち合わせなどを進めていくうち、昨年度までの授業の方法と
は異なる教え方に変更せざるを得なかった。授業方法の改善は教師としての本業であろうが、そ
れには時間とエネルギーを効率よく割くことができる体制が整っていることが望ましい。先が見
えない状況下では仕方なかった側面もあろうが、文字通り「仕方なかった」で終わっては組織と
しての成長が止まるのである。ここに記したこと以上の課題点が潜在している可能性もあるが、
このコロナ禍で得ることができた教訓を次年度に生かしてこそ、組織の改善があるのだと考え
る。
